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太平洋をめぐるアジアおよびアメリカ大陸沿岸の地層

中からたくさんの植物化石が産出することはすでに知

られていることだがこうした化石を地質時代や地域別

にわけて考えてみるといろいろと面白いことがわかっ

てくる.現在私たちが見ることのできる地球上の植

物群の構成はただ現在の気候のみによって短い時間の

うちにでき上がったものぱかりではなく古く地球の歴

史とともに変化しあるものは栄えまたあるものは暴

えそうした結果の反映ともいうべきものがその様相の

中に含まれている.その歴史を研究する学問は地

質学･地理学･植物学などの分野におよんでいて広く深

いのでとうていこの一文中にそのすべてを述べること

はできない.

そこでまずわが国に最も関係の深い太'戸洋をめぐ

る地域では植物群が現在どういう構成をも〔ているか

またそれらは第三紀以降現在までにどのように変rてき

たかを述べさらに最近話題として取り上げられるよう

になってきた花粉化石による研究ではどういうことが

わかるかなどの点についてごく要約して述べてみよう｡

わが国では新生代･中生代の地層のllIに植物化石がよ

く保存されておりその状態を他の国と比較してもかな

り良いということがわかってきた.われわれの住むlr

本列島は北緯30｡から46｡まで細長くつらなり西方に

は日本海をへだてて大陸があり東方は太平洋に面して

いるため現在の植物生態もまた多彩である.

昨夏ハワイで行なわれた太平洋科学会議でも太平洋

地域の植物群の生態の研究がきわめて興味ある話題とし

て取り上げられまた花粉化石による研究資料からも

その植物群の歴史を知るのにどのように役立つかとい

うことも論議された｡これらのテｰマを中心として

ごく概観的に第三紀以降の植物群変遷の歴史をたどって

みることにしよう.

け汁地域の榊州

太平洋は地球｣二の海域のほぼ半分を占めその沿崖と

いえば東側では南アメリカから北米アラスカまで西

側ではカムチャッカから日本列島をへてさらに中国沿岸

からジャワ･スマトラ方面にまでおよんでいる.さら

にまたこの広大な海洋の中には多数の島々があり気

候をみても寒帯から熱帯までを含んでいる･

しかし各地域に生育している植物群は必ずしもその土

地の気候だけに支配されてできているのではない･地

球上の植物の分布を研究しその成因の関連性などを調

べる植物地理学の分野では学者によってその区分のし

かたも多少異なっているが大体地球上の植物相を

3～4帝にわけるのがふつうである.ここではその

1例としてわが国でよく引用されているエングラｰ

(Eng1er)氏の植物区系分帯ををあげてみよう.

1･北帯(BOrea1Zone):北寒帯区･亜寒帯区を含み北

1111帰線(北紳20｡)付近までの温帯1メ1も含む

2.熱帯(TropicZone):新熱帯(NeotropicZone､

とll=1熱柑(Pa1eotropicZone)にわけられる

がこれは束西両半球において植物相に変化が

あるためであって1刈半球の植物鮮は東半球の

ものより簡単である

3.前帯(AustralZone):オｰストラリア1メ1および南

アメリカ南端部を合む

1.北帯:地球上の植物群を大きな見地からながめ

てみると北帯のll･ではいずれの所でも熱帯惟の植物の

自生はなくさらにそのうちの北寒帯植物区系として

まとめられたものには第三紀時代の極北第三紀植物系

から生き残ってきた種類の多いことが特徴である.

さらにこの植物区系をくわしくみると北極を除いたカ

ムチャッカ･アラスカ･カナダなどには針葉樹のモミ･

トウヒ･カラマツ･マツを主体としてその南縁にかけて

はハンノキ･カバノキ･ヤナギ･ドロヤナギなどの落葉

さらに少し南へ行けば亜寒帯区となりカシワ･�
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ハシバミなどが優勢となっている｡草原にはツンドラ

が発達している･そしてアラスカなどのように海岸に

近いところはこの区系内でも森林が繁茂している.

太平洋の西側に当たるアジア大峠東縁部の植物相は

東亜植物区系としてまとめられている.この中にわ

が国も入ってしまうがこの区系内は亜熱帯性気候の南

支から寒冷気候の満州あたりまでを含み主として温

帯区に入るが地形の変化と共に気候的にも温暖多雨か

ら乾燥気候までの種々の地域を含むためその植物の種

類もまた豊富である.またこうした種類の豊富な原因

の1つとしては北欧のように第四紀時代に大規模な氷河

の侵入をうけることがなかったため第三紀から生き残

った多くの植物が残存することがあげられている.

この区系の植物のうちではモミ･トウヒ･マツ属な

どは種類こそ多いが北米の方面との共通種はさほど多く

ない.世界中でただこの区系内だけに生育していて

他の植物区系内にはみられないものはイチョウ･シマ

モミ･コウヤマキ･スイショウ･メタセコイア･タイフ

ンスギ･サワグルミ･ノグルミ･コウゾ･フサザクラ･

ヤマグルマ･カツラ･ツバキ･ヤツデ･アオキなどであ

る.またカヤ･ヅカ･クロベ･トガサワラ･ヒノ

キ･マンサク･フウなどは北米大1陸と共通の種ではあ

るが地球上の他の区系内ではみられないものである.

こうして見るとわが国の植物は大1畦の植物相とはも

ちろん密接な関連はあるけれども北米ひ)太平洋岸の植

生とも似ている種類も少なくないということができる.

日本列島内の植物についてはまず北帯と旧熱帯との

境が雇久島と奄美大島との聞のトカラ海峡にひかれてい

る.この海峡から南は熱帯性または亜熱帯1生の植物が

多くこの線を渡瀬線とよんでいる1また北帯のうち

の亜寒帯区と温帯区の境は研究の結果樺太の中央部あ

たりにその焼がひかれこれをシュミット線と呼んでい

る･渡瀬線とシュミット線とにはさまれ

た温帯区に繁茂しているのがわが国にお

ける植物相の大部分ということができよう.

わが国の森林植生の分帯についてごく簡

単にのべると本多静六博士は次のよう

に分けている.

北海道の中部までの間おもに落蝶広葉樹林か

らなるイヌブナ･ミズナラ･トチ･クリ･シ

デ'モミヂ･シナノキ

寒帯林…シラベ･トドマツ帯…本州では高1⊥1土･

北海道では東北の半分をしめエゾマツ･ト

ドマツ本州ではシラベ･アオモリトドマ

ツ･トウヒ･コメツガ

こうした植物の水平的変化のほかに垂直的分布による

分帯も考えられるがこうした研究はなかなか困難を伴

うので全般的にはまだ完成されていないようである.

しかし1例とし中部地方北アルプスでは今西錦司博

士により次のように区分されている.

高度森林帯

O～500mカシ帯

500～1,650mプナ･ウラジロモミ帯

ユ,650～2,400mオオシラビソ･コメツガ帯

一方太平洋の東側にあたる北米大陸西岸は北緯20｡

から鮒までの非常に長い海岸線をもっておりそこに

生育している植物群は一括して北米西岸植物区系と

よばれている.

この地域にはロッキｰ山脈が海岸カニら600～800kmの

所に海岸とほぼ平行に走っておりさらに南西部にはシ

エラネバダ山脈が雁行して南北に走っている.そのた

めこの北米の太平洋岸は非常に温暖で北部では夏は多

雨であるが南部に至るに従い乾燥気候となる.この

ため北部では独得の針葉樹林が茂っておりよく知ら

れている1例をあげればトガサハラは南カリ7オルニ

アに至るまで各所に大森林を形作っている.まだこ

一』

｢､...1.

r謂

.一二←,

〃㌧､.

暖帯林…カシ相…耽球本島のl11部以､1ヒ

から本州中部の北紳37｡付近1ま

で常緑広葉樹カシ畑ヒシイ獅

一ぺ･

〃グ

温帯林…プ･ナ相…本州の1+1部以､1ヒかr,

太平洋地域榊物区系分布地図(矢部片袖紺)�
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の区系にあって他の区系にない吃のの1,2をあげてみ

ると南部に多いラクウショウ(τ〃0"㈱{)セコイア

メスギ(Sη〃0加)などであろう･しかしこうした

全般的な植生をさらに細かく見るときは出然地域的な

差異がうかび上ってくる.

これら太平洋岸に沿う地域的植生は次のように分け

られている.(L.Benson,1957)

a.北部森林植物群

b.ロッキｰ山脈森林植物群

C･太平洋北西植物群

d.シエラ･マドレ(Si⑧r胴Madrean)植物群

e･メキシコ砂漠植物群

北都森林植物群のlllではバルサムモミ･クロト

ウヒ･アメリカカラマツ･パンクスマツなどが特徴種で

その他潤葉樹としてはアメリカトネリコ･キハダカ

ンバなどが目立っている.

2･熱帯では束西両半球でその植生がかなリ異な

っておリまえに述べたように漸･旧熱帯に分けられて

いる.

1日熱帯植物区に含まれる所は台湾･フィリピン･

ニュｰギニア･太平洋諸島であって新熱帯植物区には

メキシコから南米の大半が含まれる.

太平洋諸島に生育している植物はその源を遠くアフリ

カ･インドなどに求められるものが多く1例としてハ

ワイ言者島におけるコア･樹状羊歯･ヤシその他の顕花植

物なども旧熱帯植物区に属するものである.

新熱帯植物区のメキシコ地域はアメリカ合衆国

南西部のアリゾナ･テキサス州方面の植生と似ており

砂漠や荒地に生えるサボテン･ラン等が優勢である.

また南米においてはアマゾン川流域の大森林もこれを

代表している.

ロッキｰ山脈の植物群は北帯のものと近似して

おり草木もかなり特徴をもっておりキンポウゲの種

類によって分帯できるといわれる.ロッキｰ山脈とカ

スケイド～シエラネバダ山脈の亜高山帯め植生には共通

のものが多い.

太平洋北西岸植物群といわれるものはロッキ

ｰ山脈の西側で太平洋に向った傾斜地域に分布している.

その特徴の1つを取り上げればセコイアの大森林があ

ることであり全般的にはアラスカの海岸地帯の植生と

も関連が深い.

シエラ･マドレ植物群はメキシコσ)カシワの類

が第三紀時代に移動しその後そこに繁茂したものがl11

芯となっているといわれ南西部の灌木および樹木地帯

にはビャクシンの類が多い.

メキシ:!砂漠植物群は雨のふらぬ夏の暑い地域

に繁茂するものでカリフォルニアとアリゾナの砂漠地

帯の植生で代表される.おもにウチハサボテン

(0μ刎肋)やタマサポテン(及肋206α伽s)などとい

うサボテン類が優勢である.

北米大陸からさらに目を南方に転じてみよう.赤道

をはさんで南北各々20｡の緯度の範囲内の地帯は熱帯と

いわれているがその地域に生育している植物もきわめ

て特徴のあることが知られている.

3･前帯の植物相というものは南米大1蜘)南端か

らオｰストラリア大1陸におよぶ地域に繁茂しているもの

をさすがとくに濠州区としている地域では荒涼とした

草原が大半をしめ南に行くにしたがいかえらて温帯

の常緑樹がある.この区系のうち有祈なのは針葉樹の

ナンヨウスギの大森林があることで他の区系にはみられ

ないことでありアカシア･ユｰカリ樹なども非常に多

種で特有な景観を形作っている.ニュｰジｰランド区

では樹状羊樹が多く濠州区とは組成が大部ちがっている･

1南米で温帯区といわれるものは草原･渓谷を遁し美しい

亜熱帯植物が栄えシャカランダ･ブｰゲンビリア･ヤ

シなどが繁茂している.

こうして太'r洋の沿パ三地域の植物生態をみるとそこ

には各区系に独立した植物もありまた互いに関連する

植物もある.なぜそうしたことが坐じたのかその原

因をI刎らかにしようという興味が生れてくる.こうし

た植生の特徴はその地域の現在の気候や地形の差によ

って生じたものであることはもちろんだが必ずしもそ

れだけとはrテえないものがある.

ここでそれらの原因を1調べる1つの手段として過去に

おける植物の発展の歴史を見なければならないだろう.

それは植物化石を研究することによって明らかとなる.

太'1'二洋地域に産する植物化心について次にその内容

を■記11{べてみよう｡�
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地㍗1代における

{批灼杵ク)少j控

まず太平洋州脈小木㌢1｣島における第三純以降夢)植物

甜羊のうつ菖)かわ…バ∴)いては今日まで多くの植物桝を

科料としてコ輪じられてきたまたさらにわが鰯の一ゴ

生層および;一い`い砂川1からも各所に植物化石が磁川する

二とが知られているがその有名な産地は次淳)ような

と二ころである.

地質1峰

デ

1I'I土七i弍

l11水ベシ

■

代

ポン

骨､

瓶j

記

紀

官紀

亜紀

化

:残

.一米

大嶺

成

手取･

,久

久

U鍛

ケ

字ξ(ヨ惑幸毒蓮)

{ヤ秘1量;(lhn)

司;1(岡山)

'トチ竜(當[u冊芋琶jキ)

{北(穿{カ共)

慈(岩手)

第三紀以降の地層中から産出する化石群については

近一畿以北はかなりよく調べられているが西日本方面の

植物化二帥洲二究資料はまだ少ない苗そのため全般的

な傾1司についてまとめることよりもここではその第三

紀制寺代の植物群の特徴というものをあげてみよう.

北海道と九州σ)古第.三系産の葉化わではイチョウ･

セコイアメスギ･ラクウショウ･スイショウなど0)裸f

植物ポプラ･クルミ･シデ･カシ･プラタナス･カキ

などの被子植物が知られている.またとくに北海道の

石狩炭田ではコモチニダ煽(擁々"紗α"伽)をはじめ

バショウ･イ手デクなど夢)化石が全般的に鹿州するし

また始新批巾螂夢)地層か1))はクマデヤシ(伽肋1)の産川

が九州と北海道か;)｡搬皆カれている,二うけ二とは

一ゴ葦第三三紀の植物鮮が一報概とく1二わが嗣において漏1暖気候

び)下に繁栄したと1考えられている何よりの証拠であろう.

1い新世グ)植物化石鮮についてはすでにこダ)地質ニュｰ

ス綿鯛号にも解説されているのでさらにくわしくの

べる二とはしないが北海道大学の棚井助教授によれば

;li新1鮮新世σ)植物化石群は一下位から相浦1阿仁合･台

,鴎1三徳･新庄1明石化石植物群のようにポ洲搬艀

1二わけらねる｡こうしてわけられたこれらグ)新第三紀

ジ)植物榔を地質時代別にみるとせ炉)構成にはそれぞれ

差異がある｡それでは向し時代で植物鮮に地域的な差

異がなかりわのであろうかという二とが考えられる.

わが国における中新世中期の台島植物群をとりあげそ

の近縁現生種を調べてみるとその巾で現在までわが国

内で生､育している種はそのうち約半数わが国を除いた

東.姫植物区系内にあるもの3C%あとは他の植物区系

σ)ものとなっている胡コ以うな見地から化､石植物群

の組成を調べてみると薬1二1本と灯1木との植地上の地域

岸は中新世中期からすでに淡)らわれはじめている.し

たが一｡て中新世}期以降櫨生における地域差は顕著にな

ってきたといえよう血鮮漸枇の新庄層群グ)植物群をみ

ればわが康i内での現世種はそ夢パち湖%程度でわ

が鰯を除いた､東亜区系蝸%他区糸〃%となる.

時代が新しくな守るに)れわが閣内で拶)現生種の割合い

が増すのは篶然で｡あ選)｡また九州においてむかしか

ξ)有名な授崎県の茂.水植物化石鮮は鮮:新世後期のものと

されていたが搬近の研究では魚津新世帥岬と:なハた.

二〇)ようにプら=州…独潮汐)嶺暖砕勿淋羊曽)パ寸容均ミ…1茎;j明してくると

剛割切地域約植伽浦異も近く閉るかになるであろう.

さll｡に北米太平洋弓1切植物化石榔について考えるため

ユ例として｡舵警㈱と｡独醐泌幻･1帖おける研究

を収幸)一一1二げてみよケ乏｡洲竜鮒ユ9酬

;則拶)地脚いから廃川する化石植物榔を現存する近似欄と

比較してみると化石産地付近に桝糺ているものは刎

%以内でi二,氾を1≦､焚いた北米州手植物区系クバ〃)軸%

大阪層群その他(第四紀層)大阪府枚方市御殿11』�
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大讃植物1ヒ石鮮路地け近(中生代……畳紀)尚jlr蟻幾瀦市

強残キ)は他区系に現存しているものである.

まわ二1ヒ兼箪義8oのMulho11and(ヵリァ孝ルニァ州)に

おける鮮新世中期クバのは化石産地付近に現存するも

の86%熾上言己以外の北米西岸区系の畦/の鮎%で

東亜植物区糸に属するもの5%である田

二のよ引二時代が異なるにつれ植物構成にも杉がでて

くる･すなわち時代が新しくなるにつれ々)地域

にそのまま現存している植物の種類は多くポペいふ

しかし日本における同じ時代の化石巌地付近の現存

植物の種類にくらべれば北米におけるそれは少ないが

これは第四紀において北米方面をおお･｡た大きな氷河が

そのような影響をあたえているか毫)しれない田

植物化石葉のこうした研究毛)第三紀から第四紀にな

るにつれさらに複雑となる｡わが国で第四紀層中の植

物化石を研究するには保存の点やそ¢)他のことから

夫1葉1槻1察などの植物の部分器管の研究が連人でい

る皇そして近畿と関東グ)平野部において最亨,研究が

遼んでいる出いえよう拮

人1州け大学の応用植物学教室が行なっている近畿地≡一

方の平野における研究や関東地方の平野における総合

研究などかへそ豪)植物榔¢)変遷の歴史を眺めてみよう.

近畿地方の大級蟻鮮とよばれる洪積層グ川iではザ～1

から才オミツパマツ･メタセコイア･ハマナ.ツメ･ス

ギ･カラマツ1シラキ･ムクノキという7つの植物化石

帯が明らかにされておりその他の層序的資料からして

この層鮮の最.1二部近くにあわる時期に寒冷期が存在し

ていたことなどが明らかと1な一二〕て1いる､

また前に述べたようにわが鰯に魂存していないメタセ

コイア夢)遺体は二の層鮮の中央部をきかいとしてそれよ

り新潮の地層には規いだされないことはその植物の納

言滅の時期を明葦)かにさせた夏例である朝

またわが敵)第四紀化石植物群の代表的なものとし

てあげられているものに塩原(野馬県)産のものがある､

この植物群で知られること1は温暖な気候を指示する

植物は少なく本州北部の北海道など北帯に属する現生

種が多く含まれている.遠藤誠道博士の研究によれば

カエデ･シラカバ属の類が顕著でシャクナゲ属も多く

針葉樹は少ない.わが国の各所に第四紀の堆積層は広

く分布するがその中に含まれている植物遺体から総合

的にその変遷の歴史をまとめたものは少ない.こうし

て第四紀の地層をくわしくみればみるほど現在わが鰯

に自生していないが化わにはでてくるといった植物が

いつごろ絶滅したがその時期がはっきりするわけでま

ことに貴重た成果である世々)ほかわが国において

現在自生していないがかつて存在していたことが化石

によって確認されているラクウシ聖ウなどはいつなく

な･･たのだろうかやはり大阪層群ヴ)研究によると化

石と1､ては中部まで鋭いだされているが上部にはない.

したが一｡でそこに植物に大きな変化をあたえた事件が

生じたと考えられている･こうして植物化石群をこ

まかく調べてゆくと娘に植物の臓史をひもといてゆく

ばかりでなくある地史的な割牛をとぐ｢カギ｣がみつ

かる機会も少なくない･たとえそれが地域的な小さ

なできごとであろうとも地質を調べる.Lでの大きなよ

りど二ろとなることも可能である､

蔵木植物化石滞厳地f寸近(新第三紀)長崎県長崎11f

ボルネオセブク島海岸の楠生(旧熱帯植物帯)

〔鉱床部菊池技官搬影�



珂･拭11｣詞4^〆∠日1=

湖万三二1≠ム4n〆∠轡≠!

O↓↓O㎜∀■81舳〃α汐〃伽3713η甘

↓

奪､

孤.蛛111羽立11

湖理二!半,ム4r■戸よ漸≠ム

d亘aH4bψ妻1〃5理3oy

↑

¶1掠燗珊4`〆よ孜

禰吸:1∠1イμ套妥鯉べ嫁

五蟻艘洲りκθ1榊享洲紳;雷榊･鰍嚇働

:l11撚燃･一価1;144}り1

揃双二1姦払人ミ鱗く祭

暫裟鱗驚燃選卿擁搾μ湖タ燃脳3｡ま黙約ζ一1､

◆

¶1城鵡羽Ψll

γ口五二1.岳ミ士暫≠τ隼

工SdOH工VN1仰0岬S"∂ρ■0!`■"γ↓

珂嫁111梨年f1戸∠｢1=洞

酉`=1≠τ44Eぺ缶啓三=I=阜

Xn回Hユ∩OSa■'a㍗ρ一〃g■∂コy↓

一･乙I一�



13一

花桁化石による

市価物群の構成

大形の植物菓化石から見た植物桝の地史1'1勺な移り変り

はほぽ前にのべたがこの他に微植物化石とくに植物

の花粉や胞子の化石からもこうした変化の歴史をたどる

ことができる.地質時代の植物群の復元は大形の葉の

化眉の研究資料ばかりでは完全とはいえないのでさら

に花粉･胞子化石の研究成果をあわせ考えてみよう･

花粉･胞子化石研究の対象となる地層が泥炭･褐炭･

石炭を含んでいるものに重点がおかれているわけは石

炭や褐炭のll･にこうした化石が多く含まれているからで

ある.花粉学の立場から太平洋地域の植物俳のことに

ついて資料を提供できるのは今のところ日本･l11国･

アメリカ･ソ連･ニュｰジｰランド･オｰスリラリアな

どであろう.

咋年の夏ハワイで催された太平洋科学会議の植物学の

部門で｢花粉による太平洋地域古植物群研究の手掛

り｣というシンポジウムがあったがそれはこうした而

から植物群の変化してきた経路の解明を行なおうとする

ものであった.また本年4月末には初めて第1回の肚

界花粉学会議が米国アリゾナ大学で催され世界各国か

ら130余りの論文が発表され種々の見地から討論が行

なわれ花粉学の基礎･応用両面での成果が上がったが

これについては改めて書くア走である.

太平洋沿パξとくに北米からカムチャッカをへて日木に

至るまでの地域には1王1曜系と第三系が各所に分布して

いるが花粉分析もまたこれらの地域で行なわれている.

わが国では北海道で白壁系1いの炭層の分析が行なわれ

ており北海遠大学の佐藤誠司氏によれば函淵層I｢1の

炭層1いには羊樹植物胞子50%裸子･植物花粉15～25%

双子葉植物花粉12～20%を含んでいるという.化石

葉からうける印象では羊衡植物と裸子植物とがとくに多

いようにうけとれるが花粉分析からみると必ずしもそ

うでないことがわかる.

廿第三系111の花粉･胞子化石の資料は他の時代のもの

に比べて著しく多い.北海道･本州･九州の3地域に

わけて考えてみるとまず地質調査所が行なってきた北

湖道石狩炭田における姶新統の研究結果をのべてみよう.

始新肚の前期といわれる登川･タ帳などの諦累層1いに

含まれている花粉桝の含有組成をみると針葉樹花粉は約

10～30%をしめそのうちでも有翼巧1旦のマツ類はそのう

ち7%をボしている.その他淵葉樹の花粉と考えられ

ている3満または3満孔型のものは総数の40～50%を

しめまた単子葉植物の花粉と見なされるものは20%程

度含まれている.この割り合いは始新世前期の諦炭層

にはほぼ共通の性質である.

この花粉含有量をほぼ同時代の九州の地層中のものと

比較してみたらどうであろうか.北九州の古第三紀諦

炭田における九州大学の高橋清氏の研究を参考にすると

三池炭田の大牟田層群の諸炭層中には無翼型の針葉樹花

粉が10～36%含まれている｡ほぼ同じ時代と考えられ

る朝倉炭田でも14～20%を示している.しかしこうし

た炭田内では北海道と異なりマツ･モミ類の有翼型の

花粉がほとんど見られないのは注目すべきことの1つで

あろう.その他の潤葉樹花粉は北海道の炭層とほぼ同

じ位の割り合いで入っている.

さらに始新肚後期になったらどうなるだろうか.石

狩層排の.ヒ部の爽炭層である美唄･芦別層･llには3溝孔

刷の花粉がもっとも多く20～60%を示しまた単溝型の

巾でも単子葉植物で暖帯性のものと考えられるクマデヤ

シ(∫αM)の類がある.

九州ではほぽこの時期に相哨する地層である筑豊炭田

噴1方層排巾では無翼型の針葉樹花粉が多くなり50～60%

含まれるのが普通となるようである.こうした両地域

の差を植物群組成の上から考えてみると九州の地層中

には無孔型であるスギ科のうちの暖帯性の針葉樹がやや

多いのではないだろうか.そしてこの時期から有翼型

のマツ類の花粉が姿を見せはじめている.

漸新世に至ると破念ながら北海道ではまだあまり研究

が進んでいないが九州における高橋氏の研究を見ると

福岡炭田の爽炭層中にはヤマモモ科やハンノキのよう

な潤葉樹のものが多くなってくる.さらに後期になっ

てくると唐津炭田ではその量が40%にも達している･

そしてll･新世の佐世保層群になると今度は無翼型のスギ

科の花粉が全体の40～60%をしめるようになる.

北海道と九州の研究をあわせて考えてみると古第三

紀の初期にはすでに多少針葉樹類の組成の巾で地域的な

差が{1三じていたと考えられるのであり百1iT葉植物のヤ

シ科の植物は案外その量的構成に差はない.漸新肚の

11箏代にはカンパ科やプナ科などは九州の方が比較的量的

に多いのである.

さらに本州における諦炭田の花粉分析がすすめば両地

域の植化変化を明らかにする橋渡しができるであろう.�
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ただここて淫意しなければならないのは花粉の量的構

成そのものが周辺の植生そのままをあらわしているので

はないということである､

この点については花粉分析を行なっているものがひ

としく考えていることであってあとで述べるように

1つの堆積盆地の1斗1でまず植物葉化石を研究し同時に

花粉化石の構成を調べllllj者の比較を行なうことによ･,

て植物群を復元することは当然行なわねばならぬこと

である.

H本の周辺の地域で得られた花粉分析の研究資料とい

えば中国およびシベリア東部の極東地域にある.沿

海州のシホタ･アリン地域には第三紀漸新世の火山砕

庸岩を主とする地層が分布しているがその中の炭層ま

たは植物化石層に伴う炭質物の花粉分析が行なわれて

し･る.

しかしその地域にはそれ以後の地層が少ないのでカ

ムチャッカ半島西部一帯における地層の花粉分析の結果

を参照しなくてはならない.これらの内容については

目下調べている.

太平洋の東側カナダおよびアメリカの太平洋岸で

第三系の花粉分析がもっともよく行なわれているのは

Oregon州である.ここに前に述べたようにたくさん

の植物化石産地があり各々の盆地ごとにその結果が

ChaneyおよびAxe1rOd博士らによって発表されてい

るがOregon大学を中心とする花粉学者によって目下働1=

究が進められている.その1部が昨夏の太平洋会議の

おりJ.Gray女史によって発表された.

同女史によればアメリカ北西部とくに0regon州の

各地における分析で確実にみいだされるものはマツ･

ツガ･カラマツ･ビャクシン･トガサワラなどの針葉樹

類とその他少数の灌木･ヨモギの類である.従ってこ

の中新世中期ごろの花粉雨の証拠からモミ･マツ･ヒ

マラヤスギ･カラマツ･ツガ･ハンノキ･カバノキ･カ

リア･プナ･フウ･ニッサ･サワグルミ･シナノキ･ニ

レ･ケヤキなどの存在がたしかめられている.そして

温暖帯の針葉樹と潤葉樹との混濡林が想定される.

ところがこの地域の化石葉からの研究では第三紀後期

では半乾燥気候になってゆくとされているが花粉から

はそのような証拠は少ないということである.

こうした両者の差などが今後に残された研究課題とし

て浮かび十がってきている.また女史は初めて化石

ヨモギがこの時代から現われてきたという新事実をつか

んでいる.これも属の起原ということに結びついた研

究の問題であろう.

要するに化石花粉の詳しい生存期間の研究はある属

の消長の時期を知ると同時に現在さかえている植物の

起源はいつかということをも明らかにすることができ

るのであ一る.

第四紀の植物群の変化については花粉分析により多く

の資料が得られている･とくに泥炭層の中における花

粉餅の構成によってその泥炭のできた過程を明らかにし

ている｡日本列島で代表的に取り上げられているのは

本州中央部における高位湿原(霧ヶ峰尾瀬沼そσ)他)で

ある.大阪1け立大学塚田松雄氏は日本列島第四紀の

主要泥炭層の花粉分析の結果を総合してその地域的な

変化は下位から寒(下部トウヒ帯)･暖(下部カシ帯)･寒

(ト部トウヒ帯)･1暖(上都身シ帯)･やや暖(マツ帯)とな

っている･これは尾瀬や八甲田山の湿原の研究の結果

を参考にしてもだいたい現在まで考えられているもの

であろう.

しかしいわゆる温帯地域においてはこれら泥炭が

ある一時期を示しているとはいえ北欧のように第四紀

全体にわたる堆積層でないため残念ながら植物群から

の気候変化は連続的にはわからない.将来は大阪層群

のような地層全般にわたる系統的な研究によって植物

群の変化の歴史に貢献するようになるであろう.

以上第三紀のはじめから第四紀までの花粉による研究

の内容を紹介したがこれらは日本列島およびアメリカ

西岸一帯の研究成果の上がるのとあいまってますます

明らかになるであろう.

むすび

以上はなはだ断片的であるが太平洋地域の植物群の

変遷を化石葉と花粉化石によって考えてみた.今後も

過去の植物の遺体が多くみいだされそれによって地史

や古気候をさらによく考えることができるようになり

わが国をはじめ多くの地域でこうした分野はますます発

展しその結果を総合することによって植物変遷の歴史

も明らかになるであろう.

第三紀以前のことについてはここでは述べなかった

が太平洋地域の中生層や古生層中における胞子化石の

研究は将来植物の起源と植物群の変遷に関する重要な

問題を提起することであろう.

(筆者は燃料部布炭課)�
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Fagaceaex約1,000

ηナ科植物の陀粉

83σ〃0加X約1,000

セコイアの花粉

Po6oc"7カ別s妙ψ2x希勺1,000

カウヤマキの花粉

双γ葉植物の花粉

x絡,1,000

Pκ70Cαηαの花粉

x杯』1,000

PoIypodiaceaex約1,000

ウラボシ科捕物の胞子

双子葉械物の花粉

×約1,000

菌類の胞子

x約1,O00

Aqifo1iaceaex約1,000

モチノキ科の花粉
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ユ

胞約

つ

菌類の胞子

x約1,000
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而

聡子葉植物の花粉

x約1,000
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x糸勺1.000

芹衡類の炮了･�




